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回の9gmTc－pyrophosphate骨シソチグラフィー

を施行したところ，原発巣に著明な陽性像を認め

たほか肺転移巣においても，1）X線写真上，径

1，5×1．5cmの転移巣が明瞭な陽性像を呈し，そ

れ以下のものも陽性像として検出された．2）X

線写真上，ほぼ5×4×5cmの卵形の転移巣で

は，腫瘍一胸椎一対側正常肺野の集積比は2：2

：1で腫瘍は胸椎部と同程度の集積を示した．

　骨シンチグラフィー用の核種として，従来のも

のよりきわめてすぐれた種々の99mTc一リン酸化合

物が開発された現在，骨肉腫患者の骨シソチグラ

スィーの際には，原発巣のみでなく，肺など軟部

組織の転移巣の検出も期待できると思われるので

注意深い全身スキャンが必要である．

11．99Tc－monofluorephosphateの骨集積
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　Monofluorophosphate（Radiochemical　Center，

科研，以下MFP）の骨親和性をPyrophosphate

（第一・，PPi），　Diphosphonate（ダイナボット，

EHDP）と比較検討した．上記三種を9gmTc－per・

technetateで標識し実験に用いた．1）2．1～2．8

kgの家兎を用いた．2）85％methano1のpaper－

chromatography展開では9gmTc－MFPの標識は

約98％であった．3）血中よりのクリアランスは

EHDP，　PPi，　MFPの順であった．4）静注3時

間後の臓器分布をみると，骨集積はEHDP，　PPi

に比しMFPは少なかった．大腿骨，脛骨と他臓

器との集積比は肝，腎，筋ともEHDPが最も高

く，MFPはPPiと同程度であった．5）MFPの

投与により低Ca血症は認められなかった．6）

骨シンチフォトも供覧した．
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12．Advanced　Image　Processor　CDP－1－2につ

　　いて
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　　　　　（川崎医科大・核医学）

　日常の臨床例に，短時間で簡単に画像処理が行

えるように，scintillation　cameraおよびwhole－

body　scannerに押しボタン操作で画豫処理ので

きるcolor　display装置を接続したので，その使

用経験を報告する．12インチのブラウソ管上に8

色のcolorで鮮明な画像が得られ，　またcolor

rangeの切りi換え，　profile，　R　O．1．，9点smoo－

thing，　cameraのuniformity　correctionのなどの画

像処理がハード化された回路により，押しボタソ

操作で簡単に得られた．カセットテープの使用は

データの記録保管に便利であった．　とくに，ca－

meraに接続することによって，　cameraの汎用性，

迅速性に適合して，その有用性は大であると考え

られる．

13．Tomo　Scintigraphyの試み

小山　　矩

（広島大・放）

　近年，Scintigraphyの発達に伴い，平面的な投

影を3次元的に描写しようと試み，　Tomo－Scin－

tigraphyを行った．

　十数例の臨床例なので，その有用性を論ぜられ

ないが，その解剖学的形態を知ることができたの

で，今後その有効性が十分あるものと考える．

　核種については，コリメータが低エネルギー用

であるので，198Auコロイドなどの核種では不鮮

明な断層シソチグラフィーしか得られず低エネル

ギーγ線核種，99mTc，67Gaなどにて鮮明な像を

得られた．

　さらに臨床例を増し，その有効性を確めていき

たいと思っている．
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